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1. 研究の背景と目的 
近年、地球温暖化現象やヒートアイランド現象といっ

た環境問題が世界的に問題視されている。本研究室では、
この対策として、ドライミストの研究を行っている。ド
ライミストは気化熱を利用し、周囲の温度を下げる効果
がある。このシステムを家庭で使用することで、空調に
よる消費電力の削減する事ができ 1)、人工排熱量を抑制す
ることができる 2)。 

本研究ではドライミストの実験があまり行われていな
い京町家を実験対象として、ドライミストによる温湿度
の変化を分析し、その効果を探った。 

ドライミストの効果がどのように表れているのかにつ
いて①温度分布の時間変化、②垂直温度分布による考察、
③絶対湿度の変化による考察、この３点に関して分析す
る。 
2. 実験概要    
2.1 噴霧条件 

京町家の T 邸において、軒先側（西側）と坪庭側（東
側）からドライミストを噴霧し、温湿度や風速がどのよ
うに変化するかについて測定した。実験は、8 月 4 日から 
12 日まで行い、家主が生活している状態で実験を行った。
ドライミスト噴霧時間と家主のエアコンの使用時間を表
１にまとめた。エアコン使用時以外、外部との開口部は
網戸、内部の開口はほぼ全て解放されている。表 2 は、
実験日の京都市の気象庁のデータを示している。 
2.2 機器設置場所 

図 1 は庭噴霧時のノズルの設置位置とおんどとり Jr.
（温湿度計）の設置位置と高さ、風向風速計の設置位置
を示している。温湿度計は、A～D 点の 4 か所に設置した。
A,B,C 点は室内に設置し、D 点は室外の日射の当らない場
所に設置した。一箇所の設置点につき以下の 4 点で温湿
度 を 計 測 し た 。 床 下 （ GL+300mm ） に 1 点 、 床 上
（GL+1400,2000,2600mm）の 3 点である。ただし、D 点に
おいて GL+2600mm の高さは軒先よりも上となり、日射が
当たってしまうので設置しなかった。なおノズルの設置
位置は庭から噴霧した際のものである。 
3．実験結果 
3.1 時間経過における温度分布 

実験を行った 8 月 6 日から 11 日の中で、ドライミスト
による温度降下が顕著に表れており、共に庭から噴霧し
ている 7 日と 8 日に着目した。既往研究 3)より噴霧高さよ
り低い地点での温度降下が確認されていることから、噴
霧高さ(GL+1600mm)より低い地点(GL+1400mm)において比
較する。 

図 2 より、7 日の各点の温度変化を比べると、噴霧し始
めた 8 時頃から噴霧地点から最も近い室内の C 点におけ
る温度降下が確認できる。12 時頃からは室内の他の点
A,B と比べ約 1℃の温度降下を確認でき、室外の D 点と比
較すると約 3℃の温度降下を確認できる。A 点と B 点には
温度の差は見られなかった。このことよりドライミスト
の効果は C 点にはあったが A，B 点は噴霧場所から離れて
いることもあり、冷やされた空気が届いていないと考え
られる。B，C 点における相対湿度が A 点に比べ約 5％高
くなっておりドライミストが効果を与えていることが確
認できる。 

図 3 より、8 日は 7 日と同様に室内の C 点での温度降下 

表 1 噴霧日程 

 
表 2 京都市気象庁のデータ註１） 

 

図 1 実験住宅の断面図・平面図における庭噴霧時の温湿度計の

設置位置とドライミスト噴霧位置 

 
図 2 ７日の GL+1400 の高さにおける４地点の温湿度比較 

 

図 3 ８日の GL+1400 の高さにおける４地点の温湿度比較 
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が見られる。13 時から 16 時に関して差は見られないが、
それ以外の噴霧時間では、室内の他の点 A,B と比べ約 1℃
の温度降下を確認することができ、室外の D 点との比較
では約 3℃の温度降下が確認できる。 

この 2 日の温湿度の結果から、ドライミストは噴霧場 
所から離れるほど温度降下の性質を失うことが確認でき
る。 
3.2 垂直温度分布による考察 

図 4 はドライミストを噴霧した 8 月 7 日と噴霧してい
ない 10 日の各地点における 2 時間ごとの垂直温度分布で
ある。7 日において A 点に比べ B, C 点は GL+1400mm の地
点での温度が降下していることが見られる。A 点において
温度分布が鉛直方向であるのに対し、B,C 点において計測
点の高さが低くなるにつれて温度が低くなる傾向が確認
できる。このことからドライミストの効果が噴霧地点に
近く、床に近い地点に現れることが確認できる。 

10 日は、A，B 点において鉛直であり、C 点において約
0.5℃程の温度差が見られる。この事は、植物の蒸散作用
により庭から冷えた空気が流入したと考えられる。 

7 日において、床上と床下で約 2.5℃の温度差が確認で
きるが、10 日においても同じように温度差が見られる。
このことより床下へのドライミストによる温度降下があ
ったと考えにくい。 
3.3 絶対湿度の変化による考察 

図 5 はドライミストを噴霧した 8 月 7 日と噴霧してい
ない 10 日での C 点と D 点の絶対湿度(GL+1400)の比較を
したものである。7 日の四角で囲まれた範囲はドライミス
トを噴霧している時間帯で、10 日の四角で囲まれている
範囲はエアコンを付けている時間帯である。10 日のエア
コンを使用した後の 10 時頃からのグラフに着目すると C
点と D 点における絶対湿度の変化が同じように推移して
いることが分かる。この結果に対し、7 日はドライミスト
を噴霧し始めた 8 時頃から絶対湿度が急激に上昇してい
る事が確認できる。 

図 6 よりドライミストを噴霧することで絶対湿度が上
昇し、噴霧しない時と比べ高い値で推移している。この
事は、ドライミストが気化して絶対湿度が上昇している
と考えられる。 
16 時から 18 時において絶対湿度の差が 10 日の方が大き

くなっていることに関して、風速による影響で絶対湿度
の低い外気が多量に室内に流入したことにより、7 日の絶
対湿度が下がってしまったと考え研究を行ったが風によ
る関連性は認められなかった。 
4.まとめ 

今回の実験において、3.1 より噴霧地点から近いほど温
度降下が大きくなる傾向があった。3.2 より噴霧地点の高
さよりも低い床上の測定点でのドライミストの冷却効果
を確認できる。3.3 より絶対湿度は、ドライミストを噴霧
しなかった日に比べ噴霧した日は C 点と D 点の絶対湿度
の差が大きい値で推移することが確認できる。 

家主の都合により GL+1400mm 以下の範囲の床上の地点
での計測が出来なかったため、ドライミストによる温度
降下が小さかった。今回の計測点よりも床に近い高さに
おいてならば、より効果の出ているデータが得られるの
ではないかと考えられる。 
脚注 
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 図 4 7 日と 10 日における垂直温度分布 

 

図 5 7 日,10 日における C 点と D 点の絶対湿度の比較 

 

図 6 8/7,8/10 の 10 時から 22 時における C と D の絶対湿度の差 


